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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年6月6日(2013.6.6)

【公開番号】特開2011-227399(P2011-227399A)
【公開日】平成23年11月10日(2011.11.10)
【年通号数】公開・登録公報2011-045
【出願番号】特願2010-99151(P2010-99151)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  17/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   2/10     (2006.01)
   Ｈ０５Ｋ   5/03     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ  17/02    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   2/10    　　　Ｅ
   Ｈ０５Ｋ   5/03    　　　Ｂ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成25年4月22日(2013.4.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電池収納部と、
　前記電池収納部に軸支され、前記電池収納部を閉鎖する状態にて、前記電池収納部に対
してスライド可能な電池蓋と、
　一方端が前記電池蓋に係止され、前記電池蓋を開放する方向に付勢するバネ部材と、
　前記電池蓋の回動中心近傍の空間に取り付けられる三脚ネジ部材と、を有し、
　前記三脚ネジ部材を前記空間に取り付ける前に、前記電池蓋が前記電池収納部を閉鎖し
、前記電池蓋を前記電池収納部に対してスライドさせることで、前記電池蓋の端部が前記
バネ部材の他方端を押圧し、前記三脚ネジ部材を前記空間に取り付ける際の前記三脚ネジ
部材の軌跡内に、前記バネ部材の他方端を位置させることを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記三脚ネジ部材を前記空間に取り付けた後、前記他方端が前記三脚ネジ部材の側面に
当接することで、前記バネ部材は前記三脚ネジ部材の取り付け方向とは異なる方向に前記
三脚ネジ部材を付勢することを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記バネ部材および前記三脚ネジ部材はともに導電性を有する金属材料で形成され、前
記三脚ネジ部材が前記空間に取り付けられることで、前記バネ部材および前記三脚ネジ部
材は前記電子機器のグランド電位となるシャーシ部材と電気的に接続されることを特徴と
する請求項１または２に記載の電子機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明の電子機器は、電池収納部と、前記電池収納部に軸
支され、前記電池収納部を閉鎖する状態にて、前記電池収納部に対してスライド可能な電
池蓋と、一方端が前記電池蓋に係止され、前記電池蓋を開放する方向に付勢するバネ部材
と、前記電池蓋の回動中心近傍の空間に取り付けられる三脚ネジ部材と、を有し、前記三
脚ネジ部材を前記空間に取り付ける前に、前記電池蓋が前記電池収納部を閉鎖し、前記電
池蓋を前記電池収納部に対してスライドさせることで、前記電池蓋の端部が前記バネ部材
の他方端を押圧し、前記三脚ネジ部材を前記空間に取り付ける際の前記三脚ネジ部材の軌
跡内に、前記バネ部材の他方端を位置させることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　図６（Ｂ）は、図６（Ａ）に示すように、電池収納部１１を開放する状態から電池収納
部１１を閉鎖する位置まで電池蓋ユニット７を時計回りに回動させた状態を示している。
電池蓋ユニット７を時計回りに回動させることで、蓋バネ２６の他方端２６ｃは図６（Ｂ
）に示すように、電池蓋ユニット７の下方に突出した状態となる。


	header
	written-amendment

